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医療福祉現場での多様なニーズに
習得するための医療従事者対象コース。

補完代替療法としてのアロマテラピーと、
きめ細かく対応する医療アロマテラピーを

　IFA創設者であり、４０年間以上アロマテラビーの実践と教育に携わってきたジャー
メイン・リッチ校長が、１９９６年に開講した日本で初めてのIFA認定コースです。
　１９５０年代後半に、オーストリア人の生化学者マルグリットモーリー女史がスウェーデン
式マッサージの技法を用いたモーリー式アロマテラピーマッサージを開発し、ロンドン在住
のフランス人ミシュリン・アーシエ女史に伝授。その後、アーシエ女史はロンドンにイギリス
初のアロマ専門クリニック「ミシュリン・アーシエ。アロマテラピークリニックを開きました。
　当コースの校長ジャーメイン・リッチ女史は、１９６９年にアーシエ女史からアロマテラ
ピーを学び、卒業後はクリニックに勤務し、アーシエ女史のアシスタントを務めるかたわら、
フランス医学にアロマを導入したフランス人医師ジャン・バルネ博士のもとでアロマセラ
ビストとして従事しました。１９８５年、リッチ女史はアロマセラビスト組織として世界初の
IFA創設メンバーとなり、IFA会長AOC執行委員を歴任して、アロマテラピーの普及と
アロマセラビスト育成教育に携わりました。
　IFA認定医療アロマテラピーコースは、ジャーメイン・リッチ校長によりプログラム
された補完代替療法としてのアロマテラピーコースに、医療福祉現場において病状に
合わせたアロマテラピーを実践するために必要な医療アロマテラピーの知識と技術を
加えた、看護師対象のアロマテラピーコースです。
　医療アロマテラピーの授業は、長年看護師として病院やホスピス病棟、訪問看護
ステーションに勤務し、資格取得後は看護師&アロマセラピストとしてホスピスでのアロマ
マッサージの導入や在宅ホスピスケアを実践してきた所澤いづみ講師が、医療現場で
患者様の症状緩和に活かせる専門的なアロマテラピーの知識とマッサージの技術を
指導します。
　補完代替療法として本格的なアロママッサージの技術や精油の知識、様々な病気の
患者様への多様なニーズにきめ細かく対応するための医療アロマテラピーを習得して
いただけます。

《補完・代替療法とは》
補完・代替療法とは、現代西洋医学以外の療法の総称。『相補する、補う』と『療法』を合わせた
言葉で、一般的に自然療法や伝統的な医療を含めた様 な々療法を指します。欧米では、西洋医
療の治療を受けている方が補完代替療法を併用しているケースが多く、また肩こり、慢性疲労、
筋肉痛、不眠傾向、生理不順、うつ症状などのストレスに関連した状態に、アロマテラピーとオイル
マッサージを組み合わせたトリートメントが健康管理の一環として幅広く活用されています。イギリ
スでは、一部のアロマトリートメントが民間の医療保健の適用となる場合もあります。

IFAとは・・・・・・国際アロマセラピスト連盟（正式名称 ： International Federation of Aromatherapists）
１９８５年に、ジェラルディン・ハワード、スー・ビーチリー、ジャーメイン・リッチ、アン・スザーランド、パトリシア・デービス、キャンディス・ビショップの６名
のアロマセラピストにより、世界で最初に設立され、世界最大のプロフェッショナル・アロマセラピストの協会です。IFAは、１９８５年に英国政府
より慈善団体として認可された非営利団体（登録番号：３２７２９０）として活動を開始。協会運営は会員によって支えられ、アロマテラピーの
教育基準や職業倫理の確立、精油の学術研究、正しいアロマテラピーの普及や世界各地の慈善団体のサポート活動を行っています。
１９８７年には、「アロマテラピー イン ケア（医療福祉におけるアロマテラピーケア）」プロジェクトを開始し、医療福祉機関に会員アロマセラピ
ストを派遣する活動を開始しました。設立から２７年を経て、全世界に認定校やメンバーを持つ国際的な組織として成長し、IFA認定アロマ
セラピストはイギリス国内だけでなく、世界各地に存在し、ヨーロッパ、アメリカ、カナダ、南米、オーストラリア、日本、韓国、中国、シンガポール、マ
レーシア、フィリピンなどのアジア地域、南アフリカなど、世界の様 な々地域で活動しています。

病院、ホスピス、介護施設、在宅医療などで、病気の患者様の苦痛を和らげたり、症状を緩和した
り、精神的な不安を解消することは、患者様のQOL向上に非常に有用です。通常、アロマテラピー
はリラクゼーションとして用いられることが多いのですが、当校では、医学に基づいて、様 な々症状
を抱える患者様に対して効果的な医療アロマテラピーの知識と技術を指導しています。
IFA認定医療アロマテラピーコースは、国際資格であるIFA（国際アロマセラピスト連盟）のアロマ
セラピスト資格を取得できるコースで、医療国家資格保有者対象の「解剖生理学免除制度」を利
用して、IFA認定アロマセラピスト資格を取得していただけます。資格認定試験で解剖生理学が
免除されますので、基礎医学の授業時間を、より専門的な授業に充当しています。
当校では、180時間以上にわたるアロマテラピーの授業に加えて、45時間の医療福祉に特化した
医療アロマテラピーの授業を行います。約20年間医療現場で看護師として従事した後にアロマセ
ラピストとして患者への施術を重ねてきた講師が、患者様の要望に応じた実践的なアロマテラピー
を指導します。がん患者、慢性疾患、認知症などに対するアロマケア、在宅ケアなど、症状やニー
ズに合わせたアロママッサージの技法や注意点を学びます。患者様に寄り添い、病気や症状緩和
に活かせる正しいアロマテラピーの知識と技術を習得していただけます。

IFA本部試験対策について
IFA本部試験まで定期的に模擬試験を実施し（無料）、万全のサポート体制でバックアップして
います。なお、当コースは、IFAの医療国家資格保有者対象の解剖生理学免除制度を利用して
いるため、解剖生理学試験が免除となります。
※IFA認定 医療アロマテラピーコース本部試験合格率 100％

卒業後のアフターフォローについて
卒業後のアフターフォローとして、卒業後も実践で分からないことがあれば、いつでも質問してい
ただけます。常にスクールからのバックアップが受けられるので、卒業後も安心してアロマセラピス
トとして活動していただけます。
さらに、より専門的な知識とスキルを身につけるため、勉強会を定期的に実施しています。無料復
習会、看護師対象ナースセラピストの会、アロマテラピーマッサージ復習会、スウェーデン式マッサ
ージ復習会、アロママッサージ・アドバンス実践応用クラス、フェイシャルマッサージ実技コース、
メディカルアロマテラピー講座、メディカルアロマテラピー臨床実践クラス（疾患・がん患者・妊産婦
へのアロマ）など。
卒業後、医療機関や福祉施設に置いて、患者様へのアロマテラピートリートメントを希望される方
は、提携している病院・ホスピス、福祉施設での研修制度がございます。
また、医療福祉機関でのアロマテラピーボランティアを希望される方は、アドバイスから技術指導
まで、スクールで万全のバックアップをいたします。

患者様の症状緩和やQOL向上のための
一人一人の症状に合わせたアロマテラピーが学べます。
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当校のアロマテラピー理念は、当コースの校長で、IFA創設者でもあるジャーメイン･リッチ女史が、
４０年以上にわたり構築している『ホリスティック・アロマテラピー』のメソッドに基づいています。「ホリス
ティック」とは「ホール=全体」を意味し、「ボディー・マインド・スピリット」の側面から、表面的な症状
だけではなく、隠れている様々な要因にも考慮するという考え方です。
集中講習の授業には、イギリスよりリッチ校長が来日し、ホリスティック・アロマテラピーの実践に必要な
知識と技術を指導します。症状に応じた効果的な精油の選び方、ブレンド方法や毒性、精油の実践的
な使用法を学びます。また、世界で行なわれているアロマテラピーの研究や精油の製造事情など、
世界のアロマテラピー最新情報を含む専門的な内容のアロマテラピーを学べます。

講義内容
ホリスティックアロマテラピー論、歴史、栽培方法、抽出法、植物学、植物油の特性と効果、使用方法、禁忌
各精油の特性と効果、精油の化学、精油の吸収、精油の毒性、薬理作用、成分分析と偽和、保管法、嗅覚
症状に合わせたブレンド方法、筋・骨格系・循環器系・リンパ系・呼吸器系・神経系・内分泌系・消化器系・泌尿
器系・皮膚に効果的な精油とブレンド、トリートメントプランの立て方、職業倫理、ケーススタディー

アロマテラピー
理論

スウェーデン式マッサージは、筋肉と関節に働きかけて、筋肉の柔軟性を高め、血液やリンパの流れ
を促進し、老廃物を除去し、不快な痛みの緩和や緊張を和らげます。
約200年前にスウェーデンで開発された技法は、フランスやドイツを中心にヨーロッパで広まり、肩凝り
や腰痛などの日常的な筋疲労の他、医療にも広く導入されています。
変形性関節症、関節リウマチ、パーキンソン病、脳血管障害の後遺症による麻痺や拘縮など、様々
な病気や症状に対して、ADLやQOL向上を助けます。
授業では基礎的な技法から心身への効果的な作用、緩和ケア、高齢者ケアなどに広く活用できるス
ウェーデン式マッサージの理論と技術を学べます。
(スウェーデン式マッサージの技術は、医療アロマテラピーでも学びます)

講義内容
タッチング、正しい姿勢と体重のかけ方、スウェーデン式マッサージの歴史
スウェーデン式マッサージの技法と効果、禁忌、骨格・筋肉・関節の位置の確認
スウェーデン式マッサージの身体および心理的効果
症状や病気に対するスウェーデン式マッサージの施術方法と注意

スウェーデン式
マッサージ理論・実技

アロマテラピーマッサージはオーストリア人生化学者マルグリット･モーリーが考案し、天然の芳香性成分を
含有した精油を用いたマッサージテクニックです。当コースでは、モーリー女史からアーシエ女史を経由
してリッチ校長に伝授された、伝統的なモーリー式アロマテラピーマッサージを基礎から指導しています。
モーリー式アロマテラピーマッサージは嗅覚と副交感神経系やホルモンバランスに作用する特殊な技
法を用いてリラックス効果を高め、様々な症状の軽減に効果的に働きかけることができます。当コース
では、医学に基づく専門的な技術により、副交感神経を優位にして神経系を落ち着け、リラックスを促し
て痛みや不安などのストレスを緩和し、様々な不快な症状を和らげることにより、医療福祉現場で効果
的に活用できるアロマテラピーマッサージの技法を習得できます。

実技内容
全身のアロマテラピーマッサージ(フェイシャルトリートメントを含む)
自律神経系の走行の確認、アロマテラピーマッサージの自律神経系への働き
アロマテラピーマッサージの心身への作用、トリートメントプランとホームケア
症状や病気に合わせた精油のブレンド・施術方法・施術上の注意、コンサルテーション

アロマテラピー
マッサージ実技

当コースは、IFAの医療従事者対象の解剖生理学免除制度を利用しているため、解剖生理学の授
業およびIFA本部筆記試験の解剖生理学試験は免除となります。
スウェーデン式マッサージで働きかける筋・骨格系の復習、アロマテラピーマッサージで働きかける自律
神経系と内分泌系の復習、嗅覚の解剖と生理的作用を学び、アロマテラピーやアロママッサージの心
身への効果や機序を詳細に勉強します。
また、様々な疾患の機序と症状を復習し、病気や症状とストレスやホメオスターシスとの関連づけに
よって、全人的（ホリスティック）なアプローチを理解し、補完代替医療の視点から、病気や症状を緩和
し、患者様一人一人の要望に応えるための知識を学べます。

講義内容
筋・骨格系の復習、嗅覚の解剖と生理的作用、自律神経系
および内分泌系とストレス学説、ホメオスターシス
筋・骨格系、循環器系、リンパ系、呼吸器系、神経系
内分泌系、生殖器系、消化器系、泌尿器系、皮膚の疾患の復習

解剖生理学・
病態生理学

コースで学んだ知識とマッサージ技術を実践に活かすため、ホリスティック(全人的)なアプローチとアセ
スメントの方法を個別に指導します。クライアントの心身の状態に合わせて、最も効果的なトリートメント
を行うための技法、精油の選択など、一人一人に適切なアロマテラピートリートメントを実践するための
アロマテラピーの知識と実践方法をしっかりと学んでいただけます。

症例個別指導

看護師として長年の経験後、アロマセラピストとして15年間、病院やホスピス、高齢者施設、在宅アロマ
（出張アロマ）などで病気の患者様にアロママッサージを実践してきた講師が、様々な病気の患者様に
対して実践的で効果的なアロママッサージの技術を指導します。
病院、ホスピス、福祉施設、在宅での技法や配慮すべき点、がん患者や慢性疾患・認知症などの患者
様への具体的な施術方法、疼痛・浮腫・腹水・麻痺や拘縮など多様なニーズに対して安全で効果的な
アロマの実践方法を学びます。また、講師が長年取り組んでいる、在宅支援、チーム医療としてのアロ
マテラピーの導入や臨床の実践的な知識や技術を指導します。
医療福祉現場において、患者様の様々な不快感や苦痛を和らげ、QOL向上のための本格的な医療
アロマテラピーの知識と技術を習得できます。

実技内容
医療福祉現場におけるアロマセラピストの基本姿勢、がん患者へのアロマテラピーの効果と実践方法
在宅支援、入院生活支援、チーム医療としてのアロマテラピーの役割、アセスメントプランの立て方
疼痛・浮腫・腹水・麻痺・拘縮などに効果的なアロママッサージ、症状別アロママッサージ実践方法
病院、ホスピス、福祉施設、在宅でのアロマ施術、高齢者のアロマケア、心のケアとグリーフケア

医療
アロマテラピー

施設などの医療・福祉機関において
に活かせるアロマテラピーが学べます。

病院、ホスピス病棟、訪問看護、看護
在宅支援、入院生活支援、チーム医療

★ジャーメイン・リッチ校長から
　直接、授業を受けられます。
　※同時通訳が付きますので英語が
　　わからなくても学んでいただけます。

３ ４

IFA認定 医療アロマテラピーコース

看護師資格を有するコース卒業生および受講生を対象に、様々な疾患に対する症状緩和やQOL向
上のため、専門性の高いアロマテラピーの普及を目的とした会。
病院・福祉施設・訪問看護・在宅アロマケアなどで活動する卒業生による症例や情報交換、医療福祉
機関へのアロマテラピーの導入の方法など、卒業後の活動に役立てることができます。

ナースセラピストの会



当校のアロマテラピー理念は、当コースの校長で、IFA創設者でもあるジャーメイン･リッチ女史が、
４０年以上にわたり構築している『ホリスティック・アロマテラピー』のメソッドに基づいています。「ホリス
ティック」とは「ホール=全体」を意味し、「ボディー・マインド・スピリット」の側面から、表面的な症状
だけではなく、隠れている様々な要因にも考慮するという考え方です。
集中講習の授業には、イギリスよりリッチ校長が来日し、ホリスティック・アロマテラピーの実践に必要な
知識と技術を指導します。症状に応じた効果的な精油の選び方、ブレンド方法や毒性、精油の実践的
な使用法を学びます。また、世界で行なわれているアロマテラピーの研究や精油の製造事情など、
世界のアロマテラピー最新情報を含む専門的な内容のアロマテラピーを学べます。

講義内容
ホリスティックアロマテラピー論、歴史、栽培方法、抽出法、植物学、植物油の特性と効果、使用方法、禁忌
各精油の特性と効果、精油の化学、精油の吸収、精油の毒性、薬理作用、成分分析と偽和、保管法、嗅覚
症状に合わせたブレンド方法、筋・骨格系・循環器系・リンパ系・呼吸器系・神経系・内分泌系・消化器系・泌尿
器系・皮膚に効果的な精油とブレンド、トリートメントプランの立て方、職業倫理、ケーススタディー

アロマテラピー
理論

スウェーデン式マッサージは、筋肉と関節に働きかけて、筋肉の柔軟性を高め、血液やリンパの流れ
を促進し、老廃物を除去し、不快な痛みの緩和や緊張を和らげます。
約200年前にスウェーデンで開発された技法は、フランスやドイツを中心にヨーロッパで広まり、肩凝り
や腰痛などの日常的な筋疲労の他、医療にも広く導入されています。
変形性関節症、関節リウマチ、パーキンソン病、脳血管障害の後遺症による麻痺や拘縮など、様々
な病気や症状に対して、ADLやQOL向上を助けます。
授業では基礎的な技法から心身への効果的な作用、緩和ケア、高齢者ケアなどに広く活用できるス
ウェーデン式マッサージの理論と技術を学べます。
(スウェーデン式マッサージの技術は、医療アロマテラピーでも学びます)

講義内容
タッチング、正しい姿勢と体重のかけ方、スウェーデン式マッサージの歴史
スウェーデン式マッサージの技法と効果、禁忌、骨格・筋肉・関節の位置の確認
スウェーデン式マッサージの身体および心理的効果
症状や病気に対するスウェーデン式マッサージの施術方法と注意

スウェーデン式
マッサージ理論・実技

アロマテラピーマッサージはオーストリア人生化学者マルグリット･モーリーが考案し、天然の芳香性成分を
含有した精油を用いたマッサージテクニックです。当コースでは、モーリー女史からアーシエ女史を経由
してリッチ校長に伝授された、伝統的なモーリー式アロマテラピーマッサージを基礎から指導しています。
モーリー式アロマテラピーマッサージは嗅覚と副交感神経系やホルモンバランスに作用する特殊な技
法を用いてリラックス効果を高め、様々な症状の軽減に効果的に働きかけることができます。当コース
では、医学に基づく専門的な技術により、副交感神経を優位にして神経系を落ち着け、リラックスを促し
て痛みや不安などのストレスを緩和し、様々な不快な症状を和らげることにより、医療福祉現場で効果
的に活用できるアロマテラピーマッサージの技法を習得できます。

実技内容
全身のアロマテラピーマッサージ(フェイシャルトリートメントを含む)
自律神経系の走行の確認、アロマテラピーマッサージの自律神経系への働き
アロマテラピーマッサージの心身への作用、トリートメントプランとホームケア
症状や病気に合わせた精油のブレンド・施術方法・施術上の注意、コンサルテーション

アロマテラピー
マッサージ実技

当コースは、IFAの医療従事者対象の解剖生理学免除制度を利用しているため、解剖生理学の授
業およびIFA本部筆記試験の解剖生理学試験は免除となります。
スウェーデン式マッサージで働きかける筋・骨格系の復習、アロマテラピーマッサージで働きかける自律
神経系と内分泌系の復習、嗅覚の解剖と生理的作用を学び、アロマテラピーやアロママッサージの心
身への効果や機序を詳細に勉強します。
また、様々な疾患の機序と症状を復習し、病気や症状とストレスやホメオスターシスとの関連づけに
よって、全人的（ホリスティック）なアプローチを理解し、補完代替医療の視点から、病気や症状を緩和
し、患者様一人一人の要望に応えるための知識を学べます。

講義内容
筋・骨格系の復習、嗅覚の解剖と生理的作用、自律神経系
および内分泌系とストレス学説、ホメオスターシス
筋・骨格系、循環器系、リンパ系、呼吸器系、神経系
内分泌系、生殖器系、消化器系、泌尿器系、皮膚の疾患の復習

解剖生理学・
病態生理学

コースで学んだ知識とマッサージ技術を実践に活かすため、ホリスティック(全人的)なアプローチとアセ
スメントの方法を個別に指導します。クライアントの心身の状態に合わせて、最も効果的なトリートメント
を行うための技法、精油の選択など、一人一人に適切なアロマテラピートリートメントを実践するための
アロマテラピーの知識と実践方法をしっかりと学んでいただけます。

症例個別指導

看護師として長年の経験後、アロマセラピストとして15年間、病院やホスピス、高齢者施設、在宅アロマ
（出張アロマ）などで病気の患者様にアロママッサージを実践してきた講師が、様々な病気の患者様に
対して実践的で効果的なアロママッサージの技術を指導します。
病院、ホスピス、福祉施設、在宅での技法や配慮すべき点、がん患者や慢性疾患・認知症などの患者
様への具体的な施術方法、疼痛・浮腫・腹水・麻痺や拘縮など多様なニーズに対して安全で効果的な
アロマの実践方法を学びます。また、講師が長年取り組んでいる、在宅支援、チーム医療としてのアロ
マテラピーの導入や臨床の実践的な知識や技術を指導します。
医療福祉現場において、患者様の様々な不快感や苦痛を和らげ、QOL向上のための本格的な医療
アロマテラピーの知識と技術を習得できます。

実技内容
医療福祉現場におけるアロマセラピストの基本姿勢、がん患者へのアロマテラピーの効果と実践方法
在宅支援、入院生活支援、チーム医療としてのアロマテラピーの役割、アセスメントプランの立て方
疼痛・浮腫・腹水・麻痺・拘縮などに効果的なアロママッサージ、症状別アロママッサージ実践方法
病院、ホスピス、福祉施設、在宅でのアロマ施術、高齢者のアロマケア、心のケアとグリーフケア

医療
アロマテラピー

施設などの医療・福祉機関において
に活かせるアロマテラピーが学べます。

病院、ホスピス病棟、訪問看護、看護
在宅支援、入院生活支援、チーム医療

★ジャーメイン・リッチ校長から
　直接、授業を受けられます。
　※同時通訳が付きますので英語が
　　わからなくても学んでいただけます。

３ ４

IFA認定 医療アロマテラピーコース

看護師資格を有するコース卒業生および受講生を対象に、様々な疾患に対する症状緩和やQOL向
上のため、専門性の高いアロマテラピーの普及を目的とした会。
病院・福祉施設・訪問看護・在宅アロマケアなどで活動する卒業生による症例や情報交換、医療福祉
機関へのアロマテラピーの導入の方法など、卒業後の活動に役立てることができます。

ナースセラピストの会



５ ６

講師プロフィール コース概要

コース説明・
相談会に、
お越し下さい。
（無料です）

IFA認定 医療アロマテラピーコース説明・見学・相談会
水曜日・日曜日　午後1時～2時30分 （要予約）

（授業内容により時間が変更になる場合がございますので、ご予約の際にご確認ください）
※コース説明・相談会は予約制となっています。
　説明会をご希望の方はお電話またはメールでお申込ください。
　なお、説明会は随時行なっていますので、上記以外の日程をご希望の場合は、お電話または
　メールで希望日時をお知らせください。

１９９９年より、リラクゼーションサロン、スポーツクラブ、エステティックサロンに勤務。２００４年より
心療内科でアロマテラピートリートメントを行う。２００６年より、緩和ケア病棟、長期療養型病棟、
心療内科クリニック、高齢者施設でアロマセラピストとして従事。２００５年よりアシスタントを経て、
現在は、山崎治療院（横浜）でトリートメントを行う。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩マッサージ指圧師

山崎 恵美子

１９９５年、渡英中にジャーメイン・リッチ女史に師事し、イギリスの補完代替療法に基づいたアロマ
テラピーを習得。１８年間リッチ女史のアシスタントを務める。１９９８年より緩和ケア病棟で、がん
患者へのアロマテラピーマッサージを担当。ホスピス、長期療養型病棟、クリニック、高齢者福祉
施設などで、ガン患者や脳血管障害後遺症、代謝性疾患、うつ病などの精神疾患のへのアロマ
マッサージを行っている。

解剖生理学・病理学、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩指圧マッサージ師

ベンゼル 智子

１９９５年より精油会社勤務、精油メーカーでのアロマ講座の講師を担当。１９９７年よりホテル
内スポーツクラブにてアロマトリートメントを行う。２００１年より、医院（内科・神経内科）にてアロマ
トリートメント担当。２００２年よりアシスタントを経て、現在は講師として指導に携わる。２００４年より
個人サロン『TUBEROSA』にて活動中。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー

田代 直子

１９８１年より看護師として病院勤務。２０００年より訪問看護ステーション、ホスピス病棟勤務では、看護師兼
セラピストとして勤務し、２００５年に「メディカルアロマ＆リフレ Ｔｏｒｉ」を独立開業し、患者専門のセラピストと
して、医師や看護師から依頼を受け、患者宅での施術を中心に、ホスピスや病院でアロマトリートメント&リ
フレクソロジーを実践。クライアントのほとんどががん末期患者や関節リウマチ患者であり、チーム医療で患
者・家族をサポートしている。平成25年3月に神奈川県立保健福祉大学大学院修士課程修了。現在もアロ
マやリフレの研究を行うと同時に、医療現場における専門的なアロマテラピーの技術指導に携わる。

医療アロマテラピー、アロマテラピーマッサージ

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、看護師、介護支援専門員、英国リフレクソロジー協会正会員、日本アロマセラピー学会常務理事

所澤 いづみ

１９６９年にアロマセラピストの認定取得。イギリス初のアロマテラピークリニック「ミシュリン・アー
シエ・アロマテラピークリニック」に従事。アロマテラピーを医療に導入したジャン・バルネ医師のもと
でアロマセラピストを務める。約４０年間、イギリスでホリスティックな観点に基づいたアロマテラ
ピーを提唱するホリスティックアロマテラピー指導者の草分け。

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ

Vivat Holistic Training校長。イギリス人、IFA創設者、元IFA会長、IFAプリンシパルティーチャー

ジャーメイン・リッチ

解剖生理学・病態生理学

アロマテラピー理論

アロマテラピーマッサージ実技

スウェーデン式マッサージ

医療アロマテラピー

総講習時間数

１０時間

９５時間

８０時間

２０時間

４５時間

２５０時間

2017年春期コース　2017年4月～2018年4月 （1年コース）

2018年5月

8名

22歳以上の女性で、正看護師の資格をお持ちの方、他の医療国家資格（医師、理学
療法士、作業療法士、鍼灸指圧マッサージ師など）をお持ちの方 
※IFA医療従事者の解割生理学免除制度に準じています。一部対象外となるため、詳細は
スクールまでお問合せください。

登録料 5万円（税別）、受講料 82万円（教材費込・税別）、消費税（8%） 6万9,600円
受講料総額（税込） 93万9,600円

申込書をスクールまで郵送、FAXまたは申込書の内容をメールで送信してください。
〒160-0008 東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷3F
日本ホリスティックケア研究所　FAX: 03-6457-7443　E-mail: info@aromapot.co.jp

Tel : 03-3355-7388 ※講義中や業務中で電話に出られない場合がございます。

受 講 期 間

IFA本部試験

定 員

受 講 資 格
　
　
　

コース受講料
　

お申 込 方 法
　
　

お問い合わせ

IFA認定 医療アロマテラピーコース （Vivat Holistic Training）

講習時間数

Tel : 03-3355-7388　E-mail : info@aromapot.co.jp

※当コースは、IFAの国家資格保有者対象、解剖生理学免除制度を利用するコースのため、
　本部試験の科目に解剖生理学は含まれません。

IFA認定 医療アロマテラピーコース



５ ６

講師プロフィール コース概要

コース説明・
相談会に、
お越し下さい。
（無料です）

IFA認定 医療アロマテラピーコース説明・見学・相談会
水曜日・日曜日　午後1時～2時30分 （要予約）

（授業内容により時間が変更になる場合がございますので、ご予約の際にご確認ください）
※コース説明・相談会は予約制となっています。
　説明会をご希望の方はお電話またはメールでお申込ください。
　なお、説明会は随時行なっていますので、上記以外の日程をご希望の場合は、お電話または
　メールで希望日時をお知らせください。

１９９９年より、リラクゼーションサロン、スポーツクラブ、エステティックサロンに勤務。２００４年より
心療内科でアロマテラピートリートメントを行う。２００６年より、緩和ケア病棟、長期療養型病棟、
心療内科クリニック、高齢者施設でアロマセラピストとして従事。２００５年よりアシスタントを経て、
現在は、山崎治療院（横浜）でトリートメントを行う。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩マッサージ指圧師

山崎 恵美子

１９９５年、渡英中にジャーメイン・リッチ女史に師事し、イギリスの補完代替療法に基づいたアロマ
テラピーを習得。１８年間リッチ女史のアシスタントを務める。１９９８年より緩和ケア病棟で、がん
患者へのアロマテラピーマッサージを担当。ホスピス、長期療養型病棟、クリニック、高齢者福祉
施設などで、ガン患者や脳血管障害後遺症、代謝性疾患、うつ病などの精神疾患のへのアロマ
マッサージを行っている。

解剖生理学・病理学、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩指圧マッサージ師

ベンゼル 智子

１９９５年より精油会社勤務、精油メーカーでのアロマ講座の講師を担当。１９９７年よりホテル
内スポーツクラブにてアロマトリートメントを行う。２００１年より、医院（内科・神経内科）にてアロマ
トリートメント担当。２００２年よりアシスタントを経て、現在は講師として指導に携わる。２００４年より
個人サロン『TUBEROSA』にて活動中。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー

田代 直子

１９８１年より看護師として病院勤務。２０００年より訪問看護ステーション、ホスピス病棟勤務では、看護師兼
セラピストとして勤務し、２００５年に「メディカルアロマ＆リフレ Ｔｏｒｉ」を独立開業し、患者専門のセラピストと
して、医師や看護師から依頼を受け、患者宅での施術を中心に、ホスピスや病院でアロマトリートメント&リ
フレクソロジーを実践。クライアントのほとんどががん末期患者や関節リウマチ患者であり、チーム医療で患
者・家族をサポートしている。平成25年3月に神奈川県立保健福祉大学大学院修士課程修了。現在もアロ
マやリフレの研究を行うと同時に、医療現場における専門的なアロマテラピーの技術指導に携わる。

医療アロマテラピー、アロマテラピーマッサージ

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、看護師、介護支援専門員、英国リフレクソロジー協会正会員、日本アロマセラピー学会常務理事

所澤 いづみ

１９６９年にアロマセラピストの認定取得。イギリス初のアロマテラピークリニック「ミシュリン・アー
シエ・アロマテラピークリニック」に従事。アロマテラピーを医療に導入したジャン・バルネ医師のもと
でアロマセラピストを務める。約４０年間、イギリスでホリスティックな観点に基づいたアロマテラ
ピーを提唱するホリスティックアロマテラピー指導者の草分け。

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ

Vivat Holistic Training校長。イギリス人、IFA創設者、元IFA会長、IFAプリンシパルティーチャー

ジャーメイン・リッチ

解剖生理学・病態生理学

アロマテラピー理論

アロマテラピーマッサージ実技

スウェーデン式マッサージ

医療アロマテラピー

総講習時間数

１０時間

９５時間

８０時間

２０時間

４５時間

２５０時間

2017年春期コース　2017年4月～2018年4月 （1年コース）

2018年5月

8名

22歳以上の女性で、正看護師の資格をお持ちの方、他の医療国家資格（医師、理学
療法士、作業療法士、鍼灸指圧マッサージ師など）をお持ちの方 
※IFA医療従事者の解割生理学免除制度に準じています。一部対象外となるため、詳細は
スクールまでお問合せください。

登録料 5万円（税別）、受講料 82万円（教材費込・税別）、消費税（8%） 6万9,600円
受講料総額（税込） 93万9,600円

申込書をスクールまで郵送、FAXまたは申込書の内容をメールで送信してください。
〒160-0008 東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷3F
日本ホリスティックケア研究所　FAX: 03-6457-7443　E-mail: info@aromapot.co.jp

Tel : 03-3355-7388 ※講義中や業務中で電話に出られない場合がございます。

受 講 期 間

IFA本部試験

定 員

受 講 資 格
　
　
　

コース受講料
　

お申 込 方 法
　
　

お問い合わせ

IFA認定 医療アロマテラピーコース （Vivat Holistic Training）

講習時間数

Tel : 03-3355-7388　E-mail : info@aromapot.co.jp

※当コースは、IFAの国家資格保有者対象、解剖生理学免除制度を利用するコースのため、
　本部試験の科目に解剖生理学は含まれません。

IFA認定 医療アロマテラピーコース



V i v a t  H o l i s t i c  T r a i n i n g

日本ホリスティックケア研究所

日本ホリスティックケア研究所

IFA（国際アロマセラピスト協会）認定
医療アロマテラピーコース

IFA Medical Care Aromatherapy Course
看護師
対象
コース

2017年春期コース （看護師対象）

〒160-0008  東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷3F
TEL.03-3355-7388　FAX.03-6457-7443

http://www.aromapot.co.jp

info@aromapot.co.jp



(看護師対象　・ 1年コース)

日程 曜日 授業日数

2017年 4月5日 水 1

4月12日 水 2

4月22日 土 3

4月23日 日 4

4月29日 土 5

4月30日 日 6

5月1日 月 7

5月3日 水・祝 8

5月4日 木・祝 9

5月5日 金・祝 10

5月6日  土 11

5月7日 日 12

5月24日 水 13

6月7日 水 14

6月14日 水 15

6月28日 水 16

7月5日 水 17

7月12日 水 18

7月26日 水 19

8月2日 水 20

8月9日 水 21

8月23日 水 22

8月30日 水 23

9月6日 水 24

9月20日 水 25

9月27日 水 26

10月4日 水 27

医療アロマテラピー (1)　　セラピストの基本姿勢、症状に応じた
　　　　　　　　　　　　　　　　　安楽な体位作り

医療アロマテラピー (2)　ナースセラピストとしての心構え、がん患者への
                               　　アロマテラピー

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(9)

筋肉の復習、筋・骨格系疾患とスウェーデン式マッサージ実技 (1)

循環器・リンパ系・呼吸器系疾患とスウェーデン式マッサージ (2)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(10)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(8)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (8)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (9)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (10)

アロマテラピー理論、総合復習

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(1)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(2)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(3)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(4)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(5)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(6)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(7)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (7)

2017年 4月開講
IFA認定 医療アロマテラピーコース日程

※ 講習時間は、午前10時～午後4時 (昼食休憩 1時間) 　 (2017年4/22～5/7の集中講習期間は18時)
※ 2017年4/22～5/7のうちの10日間は、ジャーメイン・リッチ校長による集中講習((アロマテラピー理論)
    を行います。集中講習を欠席された方は補講がございます (無料)。
※ 講習内容につきましては、講習の進行により変更する場合がございますので、ご了承ください。

講習内容

 アロマテラピー理論 　歴史、精油の抽出法、精油の治療特性

 アロマテラピー理論 　精油の化学、植物学

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (1)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (2)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (3)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (4)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (5)

アロマテラピー理論　リッチ校長によるアロマテラピー集中講習 (6)



日程 曜日 授業日数

10月18日 水 28

10月25日 水 29

11月1日 水 30

11月8日 水 31

11月15日 水 32

11月22日 水 33

12月6日 水 34

12月13日 水 35

12月20日 水 36

2018年  1月10日 水 37

1月24日 水 38

2月7日 水 39

2月21日 水 40

2月28日 水 41

3月14日 水 42

3月21日 水 43

3月28日 水 44

4月4日 水 45

5月9日 水 46

2018年5月 未定 /

講習時間数 時間数

解剖生理学&病態生理学 10 時間

95 時間

80 時間

20 時間

医療アロマテラピー理論・実技 45 時間

講習時間数 250 時間

アロマテラピーマッサージ実技         

スウェーデン式マッサージ理論・実技

※ 当コースは、IFAの医療系国家有資格者対象、解剖生理学免除制度を利用するため、
　　解剖生理学、病態生理学は履修済として復習のみとさせていただきます。
　  解剖生理学・病理学の受講を希望される方は、オプションとして、IFA認定メディカル
　  アロマテラピーコースの解剖生理学・病理学を受講していただけます。

アロマテラピー総復習、アロマテラピーマッサージ実技 (12)

アロマテラピー理論、アロマテラピーマッサージ実技(13)

模擬試験、アロマテラピーマッサージ実技(16)

模擬試験、アロマテラピーマッサージ実技(17)

模擬試験、アロマテラピーマッサージ実技 (18)

IFA本部筆記試験・ IFA本部実技試験

IFA認定　医療アロマテラピーコース 2017年4月開講
 (看護師対象・1年コース)

アロマテラピー理論

アロマテラピー総復習、アロマテラピーマッサージ実技 (15)

卒業実技試験

医療アロマテラピー (6)　麻痺や拘縮のためのスウェーデン式
　　　　　　　　　　　　　　　　マッサージ応用

医療アロマテラピー (7)　家族ケアとグリーフケア、心のケアと
　　　　　　　　　　　　　　　　アロマテラピー

医療アロマテラピー (8)　病院・福祉施設へのアロマテラピー導入
　　　　　　　　　　　　　　　　とアプローチ方法

消化器系、泌尿器・皮膚の疾患とスウェーデン式マッサージ (5)

医療アロマテラピー (3)　痛みのケアと施術方法、痛みの存在を
　　　　　　　　　　　　　　　　感じとる方法

医療アロマテラピー (9)　症例、看護ケアとしてのアロマテラピー
　　　　　　　　　　　　　　　　実践方法

医療アロマテラピー (4)　浮腫と腹水への施術方法、アセスメントの
                               　　立て方

医療アロマテラピー (5)　病院・ホスピス・在宅でのアロマテラピーの
　　　　　　　　　　　　　　　　 施術の効果と方法

症例、アロマテラピーマッサージ実技(11)

卒業筆記試験、アロマテラピーマッサージ実技 (14)

内分泌系疾患とスウェーデン式マッサージ (4)

神経系疾患とスウェーデン式マッサージ (3)

講習内容



税別

税込

募集要項
受 講 期 間

募 集 期 間

定 員

募 集 資 格

コース受講料

お申込方法

2017年4月～2018年4月 （2017年4月開講・1年コース）

2017年1月より受付開始。定員に達した時点で受付を終了いたします。

8名 

22歳以上の女性で、正看護師の資格をお持ちの方、他の医療国家資格(医師、理学療法士、作業療法士、鍼灸
指圧マッサージ師など）をお持ちの方 ※IFA医療従事者の解割生理学免除制度に準じています。一部対象外となるため、詳細
はスクールまでお問合せください。

登録料5万円（税別）、受講料82万円（教材費込・税別）、消費税（8％）69,600円、受講料総額（税込）93万9,600円

IFA認定 医療アロマテラピーコース・募集要項
（2017年4月開講 1年コース）

2017年5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2018年1月

2月

5月31日

6月30日

7月31日

8月31日

9月30日

10月31日

11月30日

12月20日

1月31日

2月28日

5万円 5万円

（第1期）40万 400円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

88万円

70,400円

950,400円

（第１期）53万円

（第2期）35万9,600円

87万円

69,600円

939,600円

《約23,000円（税別）2016 年12 月現在》
《約 　4,000円（税別）2016 年12 月現在》



2017年4月開講・1年コース

（看護師対象コース）
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